
呉市建設工事請負代金中間前金払実施要領 

 

（趣旨） 

第１条 この要領は，呉市が発注する公共工事のうち土木建築に関する工事（土木建

築に関する工事の設計，測量，調査及び監理並びに土木建築に関する工事の用に供

することを目的とする機械類の製造を除く。以下「工事」という。）における，当

該工事の材料費等に相当する額として必要な経費について，請負代金額の４割を超

えない範囲内で既に支払った前金払に追加して，請負代金額の２割を超えない範囲

に限り前金払（以下「中間前金払」という。）を実施するために必要な事項を定め

るものとする。 

（要件） 

第２条 中間前金払の対象となる工事については，次の全ての要件を満たすものとす

る。 

 (１) その１件の予定価格が２００万円以上であること。 

 (２) 既に呉市建設工事執行規則（以下「規則」という。）第４３条第１項に規定す

る前払金（４割）を支出していること。 

 (３) 工期の２分の１を経過していること。 

 (４) 工程表により工期の２分の１を経過するまでに実施すべきものとされている

当該工事に係る作業が行われていること。 

 (５) 既に行われた当該工事に係る作業に要する経費が請負代金額の２分の１以上

の額に相当するものであること。 

（中間前金払の割合） 

第３条 中間前金払の割合は，請負代金額の１０分の２以内とする。ただし，中間前

払金を支出した後の前払金の合計額が請負代金額の１０分の６を超えてはならな

いものとする。 

（中間前金払の制限) 

第４条 市長が予算執行上の都合その他やむを得ない理由があると認めるとき又は

中間前金払の必要がないと認めるときは，中間前払金の全部又は一部を支払わない

ことができる。 

（中間前金払に係る認定） 

第５条 市長は，受注者から中間前金払に係る「中間前金払認定請求書」（様式第１

号）が提出されたときは，第２条第１号から第５号までに掲げる要件の全てに該当

するものであるかどうか確認の上認定するものとする。なお、認定請求書には，「工

事履行報告書」（様式第２号）を添付させるものとする。 

２ 市長は，前項の認定に当たりその進ちょく額について認定しようとするときは、

工事履行報告書等の資料（以下「認定資料」という。）により行うことができるも

のとする。この場合において、工事現場等に搬入された検査済の材料等があるとき

は、その額を認定資料の出来高に加算し，進ちょく額として認定することができる

ものとする。 



３ 市長は，前２項による認定の結果，妥当と認めるときは，「認定調書」（様式第３

号）を作成し受注者に交付し，その写しを保管するものとする。 

（認定の期間に係る取扱い） 

第６条 規則第４３条第３項に基づく中間前払金に係る認定の請求があった場合は，

当該認定に当たって，受注者が提出する資料に内容の不備若しくは提出の遅滞があ

ったとき又は特別な事情があるときを除き，当該請求を受けた日から遅くとも７日

以内に認定結果の通知を行うものとする。 

（中間前払金の請求手続） 

第７条 中間前払金の請求は，第５条による認定後，契約の相手方が保証事業会社と

保証契約を締結し、その保証証書を呉市に提出させたうえで行わせるものとする。

なお，請求時には，請求書及び呉市建設工事監督要領第２１条に係る「前払・部分

払の請求について」を添付させるものとする。 

（中間前金払と部分払の選択） 

第８条 単年度工事は中間前金払のみの取扱いとし，複数年工事において部分払を認

められた工事については，中間前金払と部分払のいずれかを選択させることとし，

契約時，「中間前金払と部分払の選択に係る届出書」（様式第４号）を契約の相手方

から提出させる方法により確認するものとし，その選択については，その後におい

て変更することはできないものとする。 

（２年度以上にわたる工事の中間前金払） 

第９条 ２年度以上にわたる工事で，年度ごとに出来高予定額を定めた場合について

は，第３条の「請負代金額」を「各年度の出来高予定額」と読み替えて，各年度に

おいて中間前払金を支払うことができる。この場合，第２条第３号及び第４号中「工

期の２分の１」とあるのは、「各年度の工事実施期間の２分の１」と、同条第５号

中「請負代金額の２分の１」とあるのは、「各年度の出来高予定額の２分の１」と

読み替えて適用するものとする。 

２ 前項の規定により２年度以上にわたる工事における各年度の出来高予定額（最終

年度に係るものを除く。）に係る各年度末の部分払及び次年度に繰り越しに係る工

事における年度末の部分払については，各年度の出来高に対して部分払をすること

ができる。 

   付 則 

  この要領は，平成２２年４月１日から実施する。 

   付 則 

  この要領は，平成２４年４月１日から実施する。 

   付 則 

  この要領は，平成３０年４月１日から実施する。 

付 則 

  この要領は，令和元年５月１日から実施する。 

付 則 

  この要領は，令和８年４月１日から実施する。 



（第５条関係）                           様式第１号 

 

別紙のとおり認定調書を発行してよろしいですか。        

契 約 課 

受付及び 
前払金確認 

主  査 課長補佐 課  長 公 印 

請求受付日    年   月   日 

認定書発行日              年    月    日 

中間前金払認定請求書 

 

  年  月  日 

 

 

 

呉 市 長 様 

 

受注者  住    所 

                 商号又は名称 

                 代表者氏名               印 

 

 

下記の工事について，中間前金払に係る認定を請求します。 

 

工 事 名   

工 事 場 所   

工 期   年  月  日 から     年  月  日 まで 

請負代金額  

 

金                円 

 

（出来高予定額） 

  年度  金           円 

  年度  金           円 

前払金領収済額 金                円 

（注）１ 認定資料として，工事履行報告書（様式第２号）を添付すること。 

２ 複数年にわたる工事の契約の場合は，各年度の出来高予定額を記入すること。 



 

（第５条関係）                                   様式第２号 

  年  月  日 

呉 市 長 様 

            受注者  住    所 

                 商号又は名称 

                 代表者氏名                印 

 

工事履行報告書 （ 中間 前 払 金申 請 用 ） 

工 事 名   

工事場所  

工  期   年  月  日 ～     年  月  日 

日  付   年  月  日現在 工期の中間日   年  月  日 

月  別 
進  捗  率 

備     考 
予定工程％ ※( ) 実施工程％ ※ 

 月 (     )   

 月 (     )   

 月 (     )   

 月 (     )   

 月 (     )   

 月 (     )   

 月 (     )   

 月 (     )   

 月 (     )   

 月 (     )   

（記事欄） 

※ 予定工程は完成月，実施工程は当該報告月までの出来高比率の累計を記入 

※ （ ）は工程変更後  

---------------------------------- 以下 工事担当課記入 ---------------------------------- 

上記について確認しました。                         ﾁｪｯｸ 

① 工期の２分の１を経過した報告である。                   □ 

② 工程表により工期の２分の１を経過するまでに実施すべき作業が行われている。 □ 

③ 実施済の作業に要する経費が請負代金額の２分の１以上である。        □ 

 

  年  月  日 

  工事担当課        課 

監督員 専門員 課長補佐 課長 

    



 

（第５条関係）                                   様式第３号 

認 定 調 書 
（中間前払金請求用） 

 

 

受 注 者 

住 所 

 

商 号 

 

代表者 

工 事 名  

工 事 場 所  

工 期   年  月  日から    年  月  日 まで 

請負代金額 金                円 

 

上記の工事についてその進捗額を調査したところ，中間前金払をすることが

できる要件を具備していることを認定する。 

 

  年  月  日 

 

 

 

呉市長  新 原  芳 明    印 

（財務部 契約課 ） 
 

 



 

（第８条関係）                                   様式第４号 

 
  年  月  日 

 
呉 市 長 様 
 
 
 
                             
 
 
 
 
 

中間前金払と部分払の選択に係る届出書 
 
 
                             中間前 金払  
 下記の工事については、                    を選択します。 
                              部 分 払 
 
 
 

記 

 
１ 工 事 名      
 
 
２ 工 事 場 所 
 
 
３ 請負代金額                                              円 
 
 
４ 契約年月日              年  月  日 
 
 
５  工 期                   年  月  日から 
 
                            年  月  日まで 
 
 
 
 
 
注）１ 契約締結前に中間前金払か部分払かどちらか一方を選択してください。 

    ２ 契約締結後に当初の選択を変更することはできません。 

  ３ 単年度工事においては，中間前金払のみとなります。 

 

住    所 

商号又は名称 

代表者氏名               印 


